
日本年金機構全国一括業務部門担当理事殿

年管管発 0331第 14号

平成 26年 3月 31日

厚生労働省年金局事業管理課長

(公印省略)

「特別障害給付金に係る事務の取扱いについて(通知)Jの一部改正について

特別障害給付金の届出等に係る事務については、「特別障害給付金に係る事務の取扱いに

ついて(通知)J (平成 17年5月 13日庁保険発第 0513001号社会保険庁運営部年金保険課

長通知。以下「通知Jとし寸。)により取り扱われているところである。

今般、公的年金制度の財政基盤及び最低保障機能の強化等のための国民年金法等の一部

を改正する法律(平成 24年法律第 62号)及び国民年金法施行令等の一部を改正する政令

(平成 26年政令第9号)の施行に伴い、未支給年金を受けることのできる遺族の範囲が拡

大されたことを受け、特別障害給付金を受けている者が死亡した場合における未払金につ

いても、同様の扱いをすることとした。

ついては、通知の一部を別添新旧対照表のとおり改正し、平成 26年4月 1日以降に受給

資格者が死亡した場合の未払金について適用することとするので、遺漏のないよう取り扱

われたい



0特別障害給付金事務取扱要領(平成 17年 5月 13日庁保険発第 0513001号)新旧対照表

改正後

3 (1) ~ (5) 略)

(6 )特別障害給付金を受けている者が死亡した場合

における未払金については、「特定障害者に対する特

別障害給付金の支給に関する法律等の施行につい

てJ(平成 17年3月 28日年発第0328003号@庁保発

第 0328004号)の第6により、その者の配偶者、子、

父母、孫、祖父母、兄弟姉妹又はこれらの者以外の

三親等内の親族であって、その者の死亡の当時その

者と生計を同じくしていた者に支払うこととなる

が、当該未払金の請求書には、次の書類を添付させ

るものとすること。

なお、配偶者には、婚姻の届出をしていないが、

事実上婚姻関係と同様の事情にある者を含むものと

すること。

ア~ウ(略)

別添特別障害給付金事務取扱要領

第5章

第 1節(略)

第2節諸様式

1 帳簿等の様式 (略)

2 請求書等の様式

特別障害給付金受給資格者死亡届・未払金請

求書伺iJ紙)
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3 (1) ~ (5) 略

( 6 )特別障害給付金を受けている者が死亡した場合

における未払金については、「特定障害者に対する特

別障害給付金の支給に関する法律等の施行につい

てJ(平成 17年3月 28日年発第0328003号・庁保発

第0328004号)の第6により、その者の配偶者、子、

父母、孫、祖父母又は兄弟姉妹であって、その者の

死亡の当時その者と生計を同じくしていた者に支払

うこととなるが、当該未払金の請求書には、次の書

類を添付させるものとすること O

なお、配偶者には、婚姻の届出をしてないが、事

実上婚姻関係と同様の事情にある者を含むものとす

ること。

ア~ウ(略)

別添特別障害給付金事務取扱要領

第5章

第1節(略)

第2節諸様式

1 帳簿等の様式 (略)

2 請求書等の様式

特別障害給付金受給資格者死亡届・未払金請

求書(別紙)



(男11紙)

受給資格者死t:届
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未払金請求書
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の名称 1※枠内にゅうちょ銀行の府舗名又は郵便局名を記入してください。

⑭ 受給資格者の死亡当時、受給資格者と生計を同じくしていた次のような人がいましたか。

(ア)配偶者 イ)子 ウ)父母 エ)孫 1 (オ)祖父母 1 (カ)兄弟姉妹 IJキ)品ぶ品以外の
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上記の請求者は、受給資格者の死亡当時、その者と生計を同じくしていたことを証明する。
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|改正後 l
未払金を受けることができる者の順位

未払金を受けることができる者の順位は、死亡した受給資格者と生計を同じくしていた i工II己
偶者、(イ)子、(ウ)父母、(ェ)孫、(オ)祖父母、(カ)兄弟姉妹、(キ)(ア)から(カ)以外の三親等

直企盤盤の順です。

あなたより先順位の方がいる場合は、未払金を受けることができません。

記入上の注意

1 ※印欄には、記入しないでください。

2 未払金を請求できない方は、死亡届のみ記入してください。

3 ②の元号は、該当する文字をO印で囲んでください。生年月日は、たとえば、昭和9年l月6日生ま

れの場合は、 II明 大 ⑮|  千 :月 日lのように記入してください。
1".~.-I0901061 
|T  S I 1  J 

4 フリガナJは、カタカナで正確に記入してください。

5 支払機関について、(ア)口座振込又は(イ)現金受取を選択し、いずれかに記入してください。
(1) (ア)口座振込を希望される場合は、 「金融機関(ゅうちょ銀行を除く)Jまたは「ゅうちょ銀行」のいずれか
を正しい名称で奇巳入してください。

金融機関(ゅうちょ銀行を除く)Jを希望される場合は、 「銀行・金庫・信組J i本j苫・支応・出張所信
連・信漁連・農協・漁協Jおよび「本所・支所・本!苫・支庖Jは該当する文字をO印で囲んでください。預金
通帳の記号番号を記入し、金融機関の証明を受けてください。

ゅうちょ銀行を希望される場合は、通帳記号及び通帳番号を記入し、ゅうちょ銀行(又は郵便局)の証明を
受けて下さい。

( 2) (イ)現金受取を選んだ場合は、ゅうちょ銀行(又は郵便局)の証明は必要ありません。なお、選択できる郵便
局は、国庫送金を取り扱う郵便局に限られます。支払底の所在地の「霊園市Jは該当する文字をO印で囲んで
ください。

現金受取を選んだ場合は、指定したゅうちょ銀行の応舗(又は郵便局)での現金受け取りとなりますので、口
座振込の振込日よりも受け取りが数日遅くなります。

6 ⑬には、特別障害給付金の受給資格者が死亡した当時、受給資格者と生計を同じくしていたiZl直己

偶者、(イ)子、(ウ)父母、(ェ)孫、(オ)祖父母、(カ)兄弟姉妹、(キ)(ア)から(カ)以外の三親等内

企盟主主の該当する文字(いる・いない)をO印で囲んでください。

7 ⑬には、①に記入すべ女給付舎の訳語Tや請求中であるt-常は、提出した市区町村名および捧出年月

日争記入してくださいの

8 ⑬には、住民票上、受給資格者と請求者の住所が異なっているときであって、受給資格者の死亡当

持、請求者が受給資格者左生計を同じくしていたことを明らかにする書類がない場合は、受給資格者

の死亡当時、請求者が受給資格者と生計を同じくしていたことの証明を民生委員、町内会長、事業

主、船舶所有者、社会保険委員、家主など第三者から受けてください。

この請求書に添えなければならない書類

l未払金請求書および死亡届を提出する場合

(1)受給資格者証(添えることができないときは、その事白書)

(2)受給資格者の死亡の事実を明らかにすることができる書類

(3)死亡した受給資格者と請求者との身分関係を明らかにすることができる市区町村長の証明書また

は戸籍抄本(住民票でこれに代えることはできません。)

(4)受給資格者と請求者の住民票の写し(住民票上、受給資格者と請求者の住所が異なっているとき

は、住民票の他に⑬に第三者の証明を受けるか、又は、受給資格者の死亡当時、請求者が受給資

格者と生計を同じくしていたことを明らかにする書類。)

(5)口座振込を希望される方で、金融機関又はゅうちょ銀行の証明欄に証明が受けられない場合は、

預金通娠の記号番号又は通帳番号についての当該金融機関又はゅうちょ銀行の証明書

2.死亡届のみ提出する場合

上記の(1)、 (2)の書類

<> 同順位者が2名以上ある場合は、そのうちのだれか1名が代表して未払金の詰求をしてください。

(別紙)
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| 現行 | 

未払金を受けることができる者の順位

未払金を受けることができる者の順位は、死亡した受給資格者と生計を同じくしていた記盤主」

子、父母、孫、祖父母、兄弟姉妹の順です。

あなたより先順位の方がし、る場合は、未払金を受けることができません。

記入上の注意

1 ※印欄には、記入しないでください。

2 未払金を請求できない方は、死亡届のみ記入してください。

3 ②の元号は、該当する文字をO印で囲んでください。生年月日は、たとえば、昭和9年1月6日生ま

れの場合は、 II明 大 ⑮ I ~年 :月日|のように記入してください。
-10901061  

|M  T S II  J 

4 ⑬には、⑦に記入すベ夫給付金の認定着〉請求中である」土台は、捧出した市区町村名および楳出年月

日を記入してくだえい内

~フリガナj は、カタカナで正確に記入してください。

JL 支払機関について、(ア)口座振込又は(イ)現金受取を選択し、いずれかに記入してください。
(1) (ア)口座振込を希望される場合は、 「金融機関(ゅうちょ銀行を除く)Jまたは「ゅうちょ銀行Jのいずれか
を正しい名称で記入してください。
金融機関(ゅうちょ銀行を除く)Jを希望される場合は、 「銀行・金庫・信組J r本庄・支底・出張所J r信
連・信漁連・農協・漁協」および「本所・支所・本庖・支庖」は該当する文字をO印で囲んでください。預金
通帳の記号番号を記入し、金融機関の証明を受けてください。
ゅうちょ銀行を希望される場合は、通帳記号及び通帳番号を記入し、ゅうちょ銀行(又は郵便局)の証明を

受けて下さい。
(2) (イ)現金受取を選んだ場合は、ゅうちょ銀行(又は郵便局)の証明は必要ありません。なお、選択できる郵便
局は、国康送金を取り扱う郵便局に限られます。支払底の所在地の「瑳・市j は該当する文字をO印で囲んで
ください。
現金受取を選んだ場合は、指定したゅうちょ銀行の唐錦(又は郵便局)での現金受け取りとなりますので、口
座振込の振込日よりも受け取りが数日遅くなります。

ヱ⑬には、特別障害給付金の受給資格者が死亡した当時、受給資格者と生計を同じくしていた配畳

者、子、父母、孫、祖父母、兄弟姉妹の該当する文字(いるーいない)をO印で屈んでください。

8 ⑬には、住民票上、受給資格者と請求者の住所が異なっているときであって、受給資格者の死亡当

時、請求者が受給資格者と生計を同じくしていたことを明らかにする書類がない場合は、受給資格者

の死亡当時、請求者が受給資格者と生計を同じくしていたことの証明を民生委員、町内会長、事業

主、船舶所有者、社会保険委員、家主など第三者から受けてください。

この請求書に添えなければならない書類

l.未払金請求書および死亡届を提出する場合

(1)受給資格者証(添えることができないときは、その事由書)

(2)受給資格者の死亡の事実を明らかにすることができる書類

(3)死亡した受給資格者と請求者との身分関係、を明らかにすることができる市区町村長の証明書また

は戸籍抄本(住民票でこれに代えることはできません。)

(4)受給資格者と請求者の住民票の写し(住民票上、受給資格者と請求者の住所が異なっているとき

は、住民票の他に⑬に第三者の証明を受けるか、又は、受給資格者の死亡当時、請求者が受給資

格者と生計を同じくしていたことを明らかにする書類。)

(5)口座振込を希望される方で、金融機関文はゅうちょ銀行の証明欄に証明が受けられない場合は、

預金通帳の記号番号又は通帳番号についての当該金融機関又はゅうちょ銀行の証明書

2.死亡届のみ提出する場合

上記の(1)、 (2)の書類

。同Ii慎位者が2名以上ある場合は、そのうちのだれか1名が代表して未払金の請求をしてください。

(別紙)


